
 理事会報告書                                       

１．概要 

 令和 7 年度 拡大理事会 

日 時 令和 7 年 6 月 14 日  17:30～18:50 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、重松康志、浦川純二、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、 

飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事平野英三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史、増村広志、河島ます子、野上和歌、山内 満、近藤康隆、林勇一郎、 

宮﨑健史、中島龍星、本田憲一、尾﨑武正、秀嶋敏和、山下 均、小川弘孝、本田有一 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）士会承認症例検討会について 

      士会承認症例検討会について長崎記念病院より内部障害系の症例検討会 2 件の申請あり。メンバー、
座長ともに会員であり、座長は登録理学療法士以上。6 月 24 日開催予定。審議の結果、提案通り可決
された。 

２）令和 7 年度 専門領域研修会についての件について 
   専門領域研修会について、昨年度は生涯学習制度について研修会を開催。今年度は生涯学習制度にお

ける認定・専門理学療法士の更新に関する内容を予定。多くの参加を得るため、無料開催でポイント
はなしとする。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会 準備委員会報告について 

   6月 28、29日に長崎大学坂本キャンパスにて開催予定。テーマは「笑顔をつくる理学療法の新時代」。
講師は森岡先生、柳田先生、平瀬先生、シンポジウムは片岡先生、福島先生、西先生と長崎に縁のあ
る先生方。スタッフは 40 名で県外にも配信。参加登録について、対面 219 名、オンライン 228 名で合
計 447 名。目標 500 名としている。開会式には鈴木長崎市長も来られる予定。懇親会は 50 名まで。 

２）第 36回長崎県理学療法学術大会 準備委員会進捗状況について 
   第 36 回長崎県理学療法学術大会について、大村・東彼地区が担当で大会長は貞松病院の高木先生、準

備委員長が鈴木病院の山下先生、学会テーマは「支え援」とし、サブタイトルは今後検討。日程につ
いて、会場の抽選次第ではあるが、7 月第 1 週の開催を予定。 

３）事務局からのお知らせについて 
   島嶼部に対する交通費の支給規則が内規に記載がない。会員に負担を強いるケースがあるため遠距離

と一般的な会務との差別化が必要。内規改廃を実施。現内規の「公共交通機関等の実費支給は行わな
い」という文言は外して、「委託事業等の移動において、会員の負担が生じる場合には、会長並びに業
務執行理事の決済で支給額を決定する」という文言を追記。財務部より、決算報告関連について報
告。令和 6 年度の会計監査の指摘事項を元に、報告と決算手続きについて再確認する。事業予算、支
出伺いは令和 7 年度の予算書を参照し、予算額確認後に支出伺い書を財務部までメール送付いただき
たい。PDF データでなく Excel データでいただきたい。入金まで数日かかることもある。源泉税関係
書類は支払い翌月に事務局で源泉税の支払い手続きが必要。事業終了後、決算報告書が未完成でも速
やかに財務部に PDF データの提供をお願いする。決算報告書について、事業終了後財務部メール宛に
決算報告書と事業報告書のデータ送付をお願いする。同時に、事務所の方に決算報告関連書類の原本
の送付をお願いする。決算報告書、事業報告書、交通費精算表、領収書、交通費請求書、講師旅費請
求書、当日運営に係る諸謝金精算表、会議費精算表になる。ZOOM 会議の場合、参加ログもお願いす
る。決算報告書類は資料の番号振り分けをお願いする。領収書で一枚に消耗品やその他雑費が含まれ
る場合は同じ番号を記載する。決算報告の関連データは数年前に報告書を刷新しており、そちらを使
用する。銀行の統合や振込手数料の変更により手数料の誤りなどもあるため、手続きの際のダブルチ
ェックをお願いしたい。関連団体からの謝礼金等の送金について、振込み予定があったり、事業費の
残金を返金した際は、財務部までご一報いただきたい。 

４）教育学術局からのお知らせについて 
   第 1 回学術研修会を 7 月 12 日、西先生を講師として開催予定。第 2 回学術研修会は 10 月 11 日に坂本

淳哉先生を講師に開催予定。第 3回学術研修会は野添先生を講師に迎え開催予定。日程調整中。第 1回
理学療法士講習会は 9 月 6 日、産業リハビリテーションの領域のお話を東北労災病院の佐藤先生にし
ていただく予定。教育学術局は地区研修会を決める際に重複しないよう、テーマと日程を早期に皆に
ご提示できるようにしているところ。学術誌の長崎理学療法について、記念病院の柿田先生を中心に
作成しているが、論文が少ない。学会の受賞者へ論文化のお願いをしているが、なかなか結び付かな
い。今回新しい賞も設定されており、職場でも受賞者へのご指導をいただきたい。臨床実習指導者講
習会を 9 月と 1 月に開催予定。大きな病院では充足、小さい職場では参加が少ないのが現状。後進の



育成が自分たちの未来をつくることになるとの理解で、積極的に受け入れていただきたい。会員は
1,000 円で受講可能。非会員は 20,000 円。広報をお願いする。生涯学習の履修状況報告について、前
期研修履修状況、0 単位の方が 40%、1～5 単位の方が 20%。職場や地区での声掛けが必要か。後期研
修は症例検討会の履修が少なく、サポートする必要あり。C領域の内部障害系の履修者も少ない。登録
理学療法士について、5 年間で 50 ポイントを取る必要があり、2026 年度に皆更新となる。25 点を基
準にすると、現状 50％の人が届いていない。2027 年度の更新対象者に限っても 8 割の人が不足してい
る現状。学会参加が一番ポイントを取得できる場となる。生涯学習の研修会について、9 月 1 日分から
カリキュラムコードの上書きが可能となった。地区勉強会の履修率などもリサーチしながら地区の中
でもニーズの高い研修会を開催していただきたい。登録理学療法士の初回更新は 100％を目指したい。
50 ポイント取得した上で 5 年目に登録の研修会を受ける必要あり。地区でも案内いただきたい。 

５）職能推進局からのお知らせについて 
   啓発事業の依頼受領時期について、基本的には 2 か月前までに各市町から事業委託を受けて公募をか

けるという形で理事会承認を得た。推進リーダー制度に関して、申請条件が登録理学療法士とハード
ルが高く、全国的にも新規登録者の減少が課題。推進リーダー班で導入研修会の周知、時期調整、生
涯学習部と連携し登録理学療法士情報の確認と個別広報を実施予定。取得のメリットを伝える広報も
検討中。士会指定事業の登録管理は今後、推進リーダー班の中倉班長が一元的に管理する。ご周知い
ただきたい。スポーツ支援事業は高校野球や中学野球、中総体などのサポート事業が多く多忙。他団
体からの依頼も増加。サポートマニュアルを作成し、参加者も広まってきているが、同じ施設、同じ
方の参加が多い。事業参加へ促していただきたい。小学生ソフトボール記念大会は、今年度が 20 回の
記念大会。西彼地区の中学生バスケットボール大会も開催予定。地区の方に参加のお声掛けをいただ
きたい。小児リハマップは 4 年に 1 回のアンケートの年。現在 OT 士会、ST 士会と三士会合同で作成
を進めている。お手元に案内が届いたらご協力をお願いする。 

 ６）地域局からのお知らせについて 
   現在 10 地区で地区担当理事と協力し、研修会事業、啓発事業等を開催。地区研修会の講師は県内の認

定・専門を持つ、特に若い先生の経験の場とすることも大きな目的。意識して検討いただきたい。講
師の選定が難しい場合には浦川局長と専門領域班でリストを作成しているのでご相談いただきたい。
地区研修会はポイント制で会費を頂く形だが、参加を促すためポイント無し、無料での開催も理事会
承認にて可能。早めの準備を。また、地区の施設の中で、士会承認研修会の増加は会員のメリットに
繋がるので活用していただきたい。施設単独での開催も可能。 

（３）その他報告事項 
 １）九州理学療法サミットついて 
   九州理学療法サミットにて登録理学療法士更新の問題を取り上げる。協議の結果を持ち帰り、共有す

る。 
２）国政報告会について 

   6 月 24 日に国政報告会が開催される。1,000 人以上でも入れるように考えている。田中先生のお話を
聞いていただきたい。 

 


